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来年の開催地引き継ぎのあいさつをする町長

　

ホ
タ
ル
の
保
護
を
通
じ
て
、
活
力
あ
る
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
考
え
る
「
第
二
十
一
回
二
〇
〇

九
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
i
ｎ
米
原
」
が
六
月
六
日
、
滋
賀
県
米
原
市
で
開
か
れ
、
阿
久
比
町
長
ら
が
参
加
し

て
ホ
タ
ル
保
護
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
水
・
緑
・
光
あ
ふ
れ
る 
都  
市 
づ
く
り
」

ま 

ち

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
「
ほ
た
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
竹
内
町
長
は
、
今
年
か
ら
町
民
こ

ぞ
っ
て
ホ
タ
ル
を
見
に
行
く
期
間
「
ホ
タ
ル

と
一
緒
に
自
然
を
守
ら
ナ
イ
ト
」
を
設
け
た

こ
と
、
小
学
校
で
ホ
タ
ル
を
通
じ
て
環
境
教

育
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
サ
ミ
ッ
ト
参
加
市
町
か
ら
「『
人

と
ホ
タ
ル
の
共
存
共
生
』
の
大
切
さ
を
後
世

に
伝
え
て
い
き
ま
す
」
な
ど
の
共
同
宣
言
が

発
表
さ
れ
、
今
後
も
�
身
近
な
生
き
物
と
人

間
の
共
生
�
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
が
阿
久
比
町

に
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
十
月
に
は
名
古
屋

市
で
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
ほ

１０

た
る
サ
ミ
ッ
ト
」
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

の
理
念
に
通

１０

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
来
年
の
サ
ミ
ッ
ト

で
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

成
功
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

１０

も
合
わ
せ
て
、
阿
久
比
町
か
ら
ホ
タ
ル
の
保

護
活
動
を
通
し
て
、
多
様
な
生
物
の
保
全
推

進
を
�
全
世
界
�
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
ホ
タ
ル
の
保
護
活
動
に

取
り
組
む
全
国
六
市
町
（
滋
賀
県
米
原
市
、

和
歌
山
県
紀
の
川
市
、
岡
山
県
真
庭
市
、
山

口
県
下
関
市
、
福
岡
県
北
九
州
市
、
愛
知
県

阿
久
比
町
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
町
の
取

り
組
み
の
発
表
や
、
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

平
成
元
年
か
ら
参
加
市
町
の
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
、
米
原
市
の

「
天
野
川
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
」
は
、
一
九
五
二

年
か
ら
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
乱
獲
や
伊
勢
湾
台
風
、
川
の
汚

染
な
ど
に
よ
っ
て
一
時
絶
滅
の
危
機
に
陥

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
元
住
民
や
行
政
な

ど
に
よ
る
ま
ち
ぐ
る
み
の
本
格
的
な
保
護

活
動
を
行
っ
た
結
果
、
今
で
は
市
内
各
所
で

ホ
タ
ル
が
舞
う
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
米
原
市
の
全
域
を

保
護
地
域
に
指
定
し
た
「
蛍
保
護
条
例
」
で

は
、
ホ
タ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
え
さ
と
な
る
カ

ワ
ニ
ナ
も
捕
獲
し
て
は
い
け
な
い
と
定
め

梅干の漬け方を学ぶ来場者

梅をもぎ取る子どもたち

　６月７日、ふれあいの森と周辺の梅畑で「梅まつり」が
開かれました。
　阿久比梅栽培組合主催で、梅の特産品化を目指したＰＲ
と消費拡大を目的に、毎年梅がなるこの時期に開かれてい
ます。
　加工講習会では、愛知県農村生活アドバイザーのメン
バーが来場者に、減塩梅干の漬け方や梅ゼリーの作り方な
どを教えていました。


